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界的関心，あるいは，パリにおける Japan Expo の異常人気等を持ち出すまでもない。
Expedia の調査によれば，たとえばトイレ，温水洗浄装置や水音を流す気配り，ペーパーの柔らかさへの礼
賛である。あるいはコンビニのおにぎりやおでん，自販機の便利さへの感嘆であり，炬燵でナベを囲むライフ
スタイルや日本食，健康志向への関心である。また「おもてなし」といっても特別なキバリではなく自然体の
良さなのだ。
脳科学者・茂木健一郎氏がこう言っている─「観光はいわば化粧である。鏡を通して他者の視線を意識・確
認しているのだ」「日本人がやや恥ずかしいと思っているような生活ぶり，それが外国人にはクールと映る」
（『観光経済新聞』2014年月日号）。
目線のちょっとした違い，ツボの違いが普段気づかぬ日本の良さを私たちに気づかせてくれる。経済効果に
とどまらぬ，インバウンドが齎す意味はそこにあるのだ。
とはいえ，むしろこれからが日本の PR展開や観光政策深耕の正念場ではなかろうか。
五輪開催への意気込みや準備の齎す経済効果は小さくないが，それとて一過性。大切なのは，この機運を東
京にとどめず，幅広い地方郷土色の PRにひろげ，今から2020年までに温泉，里山，国民性といったあるがまま
の日本の魅力を幅広く知ってもらうことだ。世界一の観光大国フランスにしても，あるがままのフランスに
8500万人を呼び込んでいる。そのあるがままとは，実は数千年にわたる歴史と文化と生活の積み重ねに他なら
ない。果たして日本は「ありのままのおもてなし」で何万人を集められるのだろうか？
その意味では，五輪開催経験を経た粘り強い英国の観光政策や，新興アジアの観光振興への取り組みに学ぶ
謙虚な姿勢が今こそ欠かせない。以下カ国の事例はそうした文脈を意識した貴重な研究報告である。
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先の第巻第号で，三瓶文博氏の紹介に誤りがありました。正しくは，「東海大学観光学部教授」です。お詫びして
訂正いたします。
